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保田與重郎（1910-1981） 

奈良県桜井に生る。畝傍中学校（現畝傍

高校）卒。旧制大阪高等学校から東京帝国

大学文学部に進む。高校時代から文学同人

誌『コギト』を主宰し、亀井勝一郎らと昭

和 10 年（1935）には『日本浪曼派』を組

織する。11年初の著書『日本の橋』を芝書

店から上梓したのを皮切りに、『戴冠詩人

の御一人者』『ヱルテルは何故死んだか』

『美の擁護』『後鳥羽院』など、古代を中

心に古典を称揚する作品を次々に発表し

た。幕末の天誅組蜂起に参加した伴林光平

の獄中記「南山踏雲録」が広く知られるよ

うになったのも、保田の『南山踏雲録』（小

学館、1943）によるところが大きい。戦争

が拡大していく中、保田の美文は当時の

インテリ青少年に大きな影響を与えた。

橋川文三や三島由紀夫もまたその一人である。 

昭和 20 年 3 月病身で召集され中国で終戦を迎える。東京落合の自宅は空襲で焼失して

いたため、昭和 21～33 年は郷里の実家で生活を送り、以後は京都太秦に身余堂を構えて移

り住んだ。 

終戦によって、文壇の寵児保田は一転無視されるか、戦争協力者といった罵声が浴びせ

られる存在となり、昭和 23 年には公職追放となった。しかし、自らが創刊に関わった同人

誌『祖国』に依るなどして執筆を続け、いつしか日本浪曼派や保田には再評価の目が向けら

れるようになった。 

戦後の作品に『祖国に祈る』『現代畸人伝』『日本浪曼派の時代』『日本の美とこころ』『わ

が萬葉集』などがある。没後ほどなく編纂された『保田與重郎全集』全 40 巻に加え別巻 5

巻（講談社、1985-1990）がある他、今回の展示に使用した『保田與重郎文庫』全 32巻（新

学社、1999-2003）もある。 

『保田與重郎全集』第 20 巻より。昭和 19 年頃 
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『万葉集の精神』口絵より 

当時 33歳の保田は昭和 17年(1942)6月 15日、ほぼ 20冊目となる著書『萬葉集の精神 : 

その成立と大伴家持』を筑摩書房から上梓している。書簡の日付は同年 6 月 29 日。両者を

結びつけると、この書簡の次のような背景が推察できる。 

保田は、早速この 571頁からなる大著を、少年時代に影響を受けた辰巳に贈呈する。辰巳

はこれに対し、近況や回顧を織り交ぜた礼状を送る。その礼状に対する返信が、この書簡と

いうわけである。あくまでも、推察、ではあるが。 

辰巳利文（1898～1983）は小学教員の傍ら、短歌結社竹柏会を主宰する佐佐木信綱に師事

し、歌人や研究者としても活躍する。その竹柏会大和支部の機関誌として発行されたのが『奈

良文化』で、当初は歌書の性格もあったが、しだいに上代文化研究誌としての性格を強めて

いくとされる。大正 11年から昭和 12年まで発行されていた。 

「文化講座」とは、奈良文化学会と竹柏会奈良支部が主催する「奈良文化夏期講座」のこ

と。万葉集を座学と巡検によって学ぼうとするもので、教職で多忙な辰巳に代わって、現地

を案内するガイドを養成する目的もあったとされる（黒岩康博『好古の瘴気』慶応大学出版

会、2017）。 

書簡には中学生の時参加とある。これは昭和 2年の初回のものだが、裏表紙に掲げた参加

者名簿を見ると、保田が大阪高校へ進学した翌 3 年の第 2 回にも参加していることがわか

る。
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